






















































































































































































































































































































































































す な わち， ナ ショ ナル・ カ リキュ ラ ム・地 理










４ 年 ５ 年 ６ 年 計
想 起
記 述 的 知 識 ３ ７ ４ 14
分 析 的 知 識 ７ ２ ９ 18
説 明 的 知 識 ３ ６ ０ ９
概 念 的 知 識 ０ ０ ０ ０
解 釈
記 述 的 知 識 ３ ４ ０ ７
分 析 的 知 識 ２ ４ ４ 10
説 明 的 知 識 ７ ４ ０ １１
概 念 的 知 識 ０ １ ０ １
問 題
解 決
計 画 ・ 予 測 ０ ０ ０ ０


























４年 ５年 ６年 計
地理的用語を使 う ０ ６ 12 18
フィ ールド ワーク の手法 と




記号 10 ０ ２ 12
方位 ２ ４ ４ 10
縮尺 ２ １ １ ４
等高線 １ ３ ２ ６
皿 ０ ２ ４ ６
二次的情報資料(図表・グラフ)
を選択して使う ０ １ ５ ６





















































































































































































































































































































































































































































































































































告紀要』第44号, 2005年> p. 1 o4）田淵五十生，前掲書1), p.55。
5）これに関しては
，寺尾健夫「ペーパーテストを通
して児童の能力診断を
，そして授業改革ヘー地図帳
活用
，思考’･判断を問う問題から明らかになったも
のー」奈良県小学校教科等研究会社会科部会編『奈
良県社会科診断テスト研究報告紀要』第38号, 1998
年, pp.7-12,及び寺尾健夫，前掲書3), p.1-8,を参
照のこと。
6）社会科の初志をつらぬく会は
，会の基軸概念であ
る匚思考体制」の変容をペーパーテストで分析しようとした。そして，社会科のペーパーテストの備え
るべき原則を示したＯ詳しくは，伊東亮三，池野範
男厂社会科テストの教授学的研究（Ｉ）－テスト問題作成の基本モデルー」日本教科教育学会『日本教
科教育学会誌』第11巻　第３号, 1986年
，p.10，及び
社会科の初志をつらぬく会編『評価を生かす社会科指導』明治図書, 1967年を参照のこと。
7）寺尾健夫は
，市販のテスト問題を分析することに
より
，テスト問題がどのような過程で作成されたの
かを明らかにした
。また，その問題を児童に解答さ
せ，解く際の思考過程を面接調査することにより，
児童の適切な思考が可能であるテスト問題の特徴が
― 109 －
明らかになった。詳しくは，寺尾健夫匚小学校社会
科歴史テストの分析一総合テスト問題作成過程の再構成一」社会系教科教育学会『社会系教科教育学研
究』第２号, 1990年
，p｡59-66,及び寺尾健夫「小学
校社会科歴史テストにおける解答方法の特性一多肢選択問題解答過程の分析を通してー」全国社会科教
育学会『社会科研究』第39号1991年pp.56-69を参照
のこと。
8）奈良県教育委員会編『奈良県教育百二十年史』奈良県教育委員会, 1995年, p.2160
9）奈良県教育委員会緇『奈良県教育百年史』奈良県教育委員会, 1974年, p.3140
10）全国
一斉学力調査は，昭和36年度文部省が全国の
学校の学力水準
，及び学力と教育条件の関係を精細
に分析するために，資料が必要であると考え，昭和
36年10月26日
，中学校2，3年生全員を対象に国・社・
数・理・英の５教科の学力調査を全国一斉に４年間
実施した。
11）前掲書9), p.2180
12）小泉信司は，田原本小学校において，初期社会科
プランである厂田原本プラン」の作成する。また，
奈良県小学校教科等研究会社会科部会の中心的なメ
ンバ
とーして奈良県の社会科を牽引した。後に田原
本小学校や晩成小学校において校長
，及び奈良県小
学校教科等研究会社会科部会副会長を務めた。
13
）奈良県小学校教科等研究会社会科部会編『奈良の
社会科』大阪書籍, 1975年, pp.315-3160
14）小泉信司が
，ここで道徳教育と言った理由として，
「道徳教育は社会科の大きな目標の
一つである。社会
科の学力が上がることによって，道徳教育もアップ
することができる
。」語っていた。（上記のことは，
平成19年５月12日，小泉氏宅において，筆者のイン
タビューによる。）
15）西川芳徳は
，奈良県を代表する初期社会科プラン
匚桜井プラン」の作成に携わる。また，奈良県小学校
教科等研究会社会科部会においても
，研究部長とし
て奈良県の社会科をリードした。後に桜井中学の校
長を務める。
16）西川芳徳は，奈良県小学校社会科診断テストを行
うことを希望していたと述べていた
。（平成20年１月
12日
，奈良市にある“共済会館やまどにおいて，
筆者のインタビューによる。）
17）田淵五十生，前掲書1), p.55。
18）山本喜志雄は
，奈良県を代表する初期社会科プラ
ン「桜井プラン
」の作成の中心メンバーであった。
また
，奈良県社会科の郷土資料作成に大きな業績を
残す
。後に，伏見小学校の校長，及び奈良県小学校
教科等研究会社会科部会会長を務める。
19）山本喜志雄は
，学力診断テストの実施は，奈良県
の初期社会科解体につながるために批判的であった
。
（平成20年１月12日
，奈良市にある“共済会館やまど
において，筆者のインタビューによる。）
20）奈良県社会科研究会編『社会科診断テスト報告書』
奈良県社会科研究会, 1961年
，p.1。
21）詳しくは
，寺尾健夫「ペーパーテストを通して児
童の能力診断を
，そして授業改革へ」奈良県小学校
教科等研究会社会科部会『奈良県小学校学力診断テ
ス冂, 1999年，p.8を参照のこと。
22』詳しくは
，岩田一彦『/卜学校社会科の授業設計』
東京書籍, 1991年
，p.59を参照のこと。
23）馬場勝『イギリス初等地理の内容構成』兵庫教育
大学大学院学位論文, 2002年
，p.1．
24）馬場勝
，同上書,
 pp. 19-22を参照のこと。
25）平成20年７月31日
，西川芳徳氏宅において，筆者
がインタビューを行う。
26）平成20年７月31日，西川芳徳氏宅において，筆者
がインタビューを行う。
27）平成20年フ月31日，西川芳徳氏宅において，筆者
がインタビューを行う。
28）平成20年１月12日
，奈良市の“共済会館やまど
において，筆者がインタビューを行う。
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